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近隣の交差点や道路はうつに影響するか？ 

―交差点や道路のつながりが多い地域に居住する高齢者は 

3年後のうつリスクが14～17%低い― 

 

高齢者にとって、住んでいる地域の環境がうつと関連する報告は、1時点で実施された調査に留まっていま

す。本研究では、地域の歩きやすさを表す指標である交差点や道路のつながり（以下、道路の接続性）と、3

年後のうつ発症を検証しました。17市町の24,141人の高齢者を2013年から約3年間追跡したデータを分析し

たところ、交差点密度や道路の接続性が低い地域に住む高齢者に比べ、高い地域に住む高齢者の3年後の

うつ発症リスクは14～17%低いことがわかりました。今後、交差点や道路のつながりに注目した健康まちづくり

の推進が望まれます。 

 お問合せ先： 千葉大学大学院医学薬学府 陳昱儒 yuruchen@chiba-u.jp  

 

図１. 交差点密度及び道路の接続性とうつ発症リスクとの関連        図２.道路の接続性 

図1.性、年齢、教育歴、等価所得、婚姻状況、同居の有無、車の使用の有無、外出頻度、歩行時間、人口密度の

影響を統計学的に考慮した分析を実施しました。*はP<0.05参照値と比較して統計的に意味のある差です。 

図２.上図は道路の接続性：赤部分は道路のつながりが多いところで高い接続性とされ；青部分は道路のつながりが

少なく、低い接続性とされます。下図は上図と同じ場所の地図です。 

n=8,112 n=8,041 n=7,988 n=8,048 n=8,067 n=8,026 
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■背景 

高齢期のメンタルヘルスを良好に保つことは、健康状態や社会活動の維持において重要です。また、よりよい近隣

環境はうつの予防因子であることが報告されています。さらに、近隣環境の歩きやすさを表す指標である交差点密

度と道路の接続性が、高齢者の“身体活動量”や“認知機能”に関連することが先行研究により明らかになっていま

す。しかし、“うつ”との関連については、明らかになっていません。そこで、本研究は、交差点密度と道路の接続性と

うつの関連を検証しました。 

■対象と方法 

日本老年学的評価研究（Japan Gerontological Evaluation Study：JAGES）の2013年、2016年の２時点に回答し

た高齢者のデータを用いました。対象者は2013年にうつ（高齢者うつ尺度Geriatric Depression Scale (GDS-15)）

がなく（GDS5点以下）、日常生活動作が自立した、17市町村に在住する高齢者24,141人としました。2016年のう

つ発症(GDS5点以上)の有無と、2013年の対象者の居住地周辺（半径800m以内）の交差点密度と道路の接続性

との関連を調べました。交差点密度は１km2あたりの交差点数（三以上の道路が交差する点）としました。道路の接

続性は、グラフ理論を用いて数学的に計算するスペースシンタックス理論により計算しました（図2）。ロジスティック

回帰分析を用いて、2013年時点の性、年齢、教育歴、等価所得、婚姻状況、同居の有無、車の使用の有無、外

出頻度、歩行時間、人口密度の影響を考慮し、2016年の対象者のうつ発症のオッズ比と95％信頼区間を算出し

ました。 

■結果・考察 

3年後にうつを発症した高齢者は2,292人（9.5%；女性1,195人）でした。分析の結果、3年後にうつを発症するオッ

ズ比(95%信頼区間)は、交差点密度、道路接続性が低い地域に住む高齢者に比べ、高い地域に住む高齢者でそ

れぞれ0.83(0.72–0.96)、0.86(0.75–0.97)となっていました(図1)。この関連を説明する可能性がある要因として

は、例えば、街路の歩行時に緑に触れるといった、歩行移動時の体験などが関わっているかもしれません。また、先

行研究により、道路の接続性が高い地域は認知機能によい影響を持つことや、認知機能の維持はうつの発症を弱

めることが報告されています。これらより、道路の接続性が認知機能の維持を通じてうつの抑制に繋がった可能性も

あるかもしれません。 

■結論  

3年間の追跡調査において、交差点密度と道路の接続性が高い地域に居住する高齢者は、うつの発症リスクが

14-17%低いということがわかりました。 

■本研究の意義  

本研究は、高齢者のうつと交差点密度や道路の接続性に着目した初めての2時点の調査です。研究結果は健康ま

ちづくりにあたって道路ネットワークの計画や交差点を整備することを検討するのに一つのエビデンスとして活かすこ

とができます。 
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